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御菅地区合同慰霊法要

●民家が繋ぐ御蔵地区の集会所
御蔵地区（以下御蔵）での住民と学生との結
いによる集会所建設作業から、2 年が経過し
た。御蔵通 5・6・7丁目自治会館は住民はもち
ろんのこと、修学旅行の学生や見学者など多
くの人に利用されている。12 0 年以上の歴史
を持つ空間が再現された御蔵では、新たな息
吹を感じさせてくれている。（詳細は 2003 年
月刊まち・コミ又は HP を参照）
御蔵のミニディサービスでは、高齢者が集い
憩い、囲炉裏を囲んでの談笑の時間を作って
いる。３ヶ月に１回、日曜日
には、唱歌の会や百聞くら
ぶがあり、さらに賑わう。建
設工事時、多くの人が関わ
り、それぞれ想いを持って
できた再生古民家が持つ空
間の魅力が織りなす雰囲気
がある。ハードとソフトが
共に育まれているような場
所がここ御蔵に実現されつ
つある。

●台湾まちづくり人が日本
古民家を魅了する！！
まち・コミ関係者や御蔵住
民は、台湾集集大地震（1999

…御蔵地区古民家移築集会所のその後

年9月21日）以降、台湾被災地支援と共に、台
湾でまちづくりに取り組む人とも、共に復興
まちづくりを学び、復興に向けて交流を深め
ている。2005 年までに、関係者や住民 300 名
が台湾を訪れている。

2004 年 6月 16 日、交流のある台湾彰化縣から
県知事始め多くのまちづくり人が御蔵を訪れ
た。古民家集会所の温かい空間で、交流の時
間はゆっくりと流れ、人々は心ふるわせ気持
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ち豊かになった。台湾のまちづくり人は、母
国台湾にも心和ますこの古民家の空間を、移
築して欲しいと望みが芽生える。言葉を交わ
し豊潤な中で気持ちは大きく膨れていく。緑
豊かな台湾の大地に、日本で建てられた民家
が青空を背にしている風景を瞼の裏に思い描
いた。

●台湾へ移築する民家
御蔵の集会所を建設している 2001 年夏、福井
県大飯郡岡田村の民家を所有している人から
「私の民家も有効活用できないか」と相談が
あった。福井県大飯郡岡田村は、故水上勉氏
（作家）の生地である。近くには著者の蔵書を
地域に開放した若州一滴文庫もある。
2001 年秋、民家の調査に入ると、棟札には、
「大工棟梁　水上覚治」と書いてある。棟梁水
上覚治は水上勉氏の父である。水上勉氏は、著
書の中に父は貧乏大工と書いている。19 歳の
時に建てたさや堂を見るに技術はすばらしい。
移築する民家は、21歳大正 5年の建設である。
冬は数メートルも雪が積もる為に大黒柱、小
黒柱に屋根を支える柱
は太くしっかりとし、
梁は幾重にも重なり重
力に屈しない力強さが
ある。棟梁の技を競う
のかテッポウと言われ
る曲がった梁の加工に
はほれぼれとしてしま
う。その姿に台湾のま
ちづくり人も心惹かれ
たのであろう。（詳細は
2004 年 8 月号参照）

●解体工事へ決意
古民家移築で学んだことがある。「旬」である。
木や竹の切り旬、藁、土とそれぞれ時期をみ
て仕事をしていた。季節に身を任せて生活を
していた。
旬は多くのものに存在する。人には希望があ
り、要望があり移り気となる。ものにも命が
あり朽ちていく。丁寧に使い、繕うことで朽
ちる時間を長くなる。

民家は空き家
になって数年
経って、雨漏
り も し て い
た。朽ちるの
は時間の問題
である。事業
計画は何も決
ま っ て い な
かったが、古
民家を移築す
ることで造ら
れる空間と時
間には絶対的
な自信を持っ
ていた。決断
す る 要 素 は
揃っていた。
旬を逃さず、
時を見る時間
はなかった。

●解体開始！
民家の解体は、2004 年 8 月 15 日から 1ヶ月間
で行った。２ヶ月ほど前から近隣各大学や専
門学校の先生方の協力により、授業等の時間
を頂いて、学生へプロジェクトの説明と参加
呼びかけをした。その結果解体工事には学生
55 人が参加し、さらに台湾から建築学生４人
に映画監督1人、集会所で結いの大切さを感じ
た御蔵の住民、先生方や大工棟梁を含め、有
に 100 人を越える有志が集った。岡田村の空
き家を借りて泊まり込み、一滴文庫を含めた
地元の方にもお世話になり、４週間かけて解
体工事を行った。最後には福井豪雨のチャリ
ティーを兼ねた交流コンサートを一滴文庫と
共催し、移築成功と交流継続を誓った。解体
した木材は、乾燥と大工さんが施工をするた
め、兵庫県篠山市氷上町の倉庫へ移した。

●台湾との交渉
カウンターパートナーである邱明民さんと打
ち合わせのため、日本側関係メンバーでこれ
までに５回訪台し、移築に向けて具体的に詰
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めている。大きな課題は、土地探しと台湾の
賛同者探しである。そのほか、建築基準法の
違い、土地の選定、材料の有無、伝統技術の
差、建築における要件のクリアに向けて話し
合いを進めた。文化建設委員会の陳其南大臣
によると、台湾には日式、日本統治時代の建
物が多く残っていて、今も大切に活用されて
いるそうだ。
現在の使用方法については、ＮＰＯセンター、
古建築修復センター、台日文化交流センター
（文庫等）が予定されている。交渉の難航して
いた建設予定地は、淡水に決定した。
　台湾の大学を回り、学生ボランティアの参
加も同時並行で行っている。

●日本・台湾の応援団結成
日本側でも技術面・資金面の課題をカバーす
るため、学識経験者や市民の多くの応援団の
結成準備を進めている。(現在の応援団参照)
5 5 1 蓬莱社長の羅辰雄氏は忙しい中、親切に
台日交流のことを聞いてくださり、心強い支
えになってく
れている。水上
勉氏の長女蕗
子氏も、蔵書等
の応援をして
くれている。
現在も応援団
になっていた
だける方を募
集中。

●台湾へ向けて
11月19日から20日にコンテナ積みを行い、11
月 30 日に神戸港を出航し、2005 年 12 月 3 日
に台湾へ運ばれた。

○コラム　日式建物の今
台湾総督府を始め多くの遺産が残っている。台湾の建築事情は木造で建設される建物は限りなく少なく、
鉄筋コンクリートで建てられるタウンハウスが一般的である。その為に、台湾には日本で言う大工とい
う職人は数が少なく木造家屋を修理できる人は少ないと聞いている。その為、日式の木造家屋は木造の
補強と言うよりは金物を多用したものとなっている。台湾に民家移築することで台湾の職人にも参加を
してもらい、大工技術を少しでも見て手を使うことで体験として知って貰うことができる。そうするこ
とで、台湾にある木造建造物の補修などのメンテナンスが台湾の職人でできることになるだろう。

●日本側の伝えたいこと移築にかける想い
（台湾に民家が移築されて）
台湾でも御蔵で行った参加を促し、共に造り
たい。日本でも解体に参加した学生の中には
台湾でもと願っている人もいる。専門分化は
時間を買っている。向き不向きはあるが得意
な人に任せても、出来ることは率先してやる
方が良い。知ることで得ることも多くあり、よ
り深い理解に繋がる。一方向だけでなく多方
面から見ることが出来るようになる。宛い扶
持や選択肢を選ぶだけでは創造的なものは生
まれてこない。台湾への民家移築はそんな決
められた選択肢にないものの見方を教えてく
れる場であると思っている。
台湾の学生も情報として得ているだけでなく、
日本に伝わる伝統的な技術に触れることで
違った価値観を得るだろうし、日本の学生と
交流することで相互理解に繋がる。共に考え、
手を動かすことでお互いの良い部分を知り吸
収することで新たな歴史が刻まれると望んで
いる。
台湾への古民家移築を日本・台湾多くまちづ
くり人と協力することで成功させ、復興まち
づくりから生まれた人の力・知恵を大切にす
る精神を共に養う、記憶的な建築になると
願っている。

最後に
まち・コミ顧問の田中さんが好きな言葉から
は、古民家の人を大切にする心が感じられる。

人に接する時は、春の様な暖かい心で
仕事に取り組む時は、夏の様な燃える心で
物事を考える時は、秋の様な澄んだ心で
己を責める時は、冬の様な厳しい心で

▲ 台湾の邱さんと
民家の持ち主木村さん一家
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神戸の中でも特に「住みたい町」に選ばれる灘

区。ミル製作室の中川啓子さんは、灘区を中心に

フリープランナーとしてまちづくりの活動を続

けている。中川さんの活動のことや、町に対する

思いを聞いた。

●まちづくりに関わるきっかけは？

学生時代は都市計画専攻のゼミに入っていまし

た。当時はまちづくりや地域活動という言葉が

今ほど知られていなかったので、まちづくりに

直接関係する授業は、ほとんどなかったのです

が、ゼミの先生が比較的まちづくりに興味を

持っていて、いろいろ教えてもらいました。卒論

のテーマは、住宅地の共有スペースの使い方や

管理の研究でした。「まちづくり」がテーマでは

なかったんです。けれども、当時ＨＡＲ基金(阪

神･淡路ルネッサンス･ファンド)の報告会に先生

に連れて行ってもらったことがあって、その内

容に興味を持ち、コンサルの方などに会えたの

がきっかけです。

　ゼミの先生が、面識のあったＧＵ計画研究所

の後藤所長に会わせてくれて、４回生の夏から

バイトを開始。そのまま就職して、約６年間勤め

ました。ゼミの中でも、まちづくりコンサルタン

トのようなところに就職したのは私ぐらいです。

そう考えると私は学生時代から、他の学生より

はまちに興味を持っていたんでしょうね。

●今まで関わってきた町は？

仕事に就いて最初に担当したのは、灘区の新在

家南地域の空き地調査。その後東神戸～阪神間

で、多いときは一時に７～８ヶ所の地元に行っ

ていました。

６年勤めて辞めたわけですが、独立というわけ

ではないんです。最初から、一つの事務所は３年

～５年で区切りをつけるつもりでしたし、フ

リーでまちづくりに関わることは考えていませ

んでした。まちづくりコンサルというのが、自分

の本当に進みたいと思っている道なのか、自分

にやっていけるのか、そんなことを考えていま

した。職業安定所で仕事探しもしました。実は、

ずっと前から小説を書きたいという思いがある

んです。現在は、阪神大震災復興市民まちづくり

支援ネットワーク発行の「きんもくせい」で短編

を連載しています。今年度末で３６話となり、本

にまとめたいと考えています。小説を本業とす

るのは難しいことなので、当時はどこかに就職

して、趣味で小説を書くのもいいかなとも考え

ました。

けど結局、大手コンサルに勤めている知人から

短期アルバイトの話があって３ヶ月勤め、平成

１５年からは灘区の地域活動支援コーディネー

ター（以下、コーディネーター）になりました。

屋号をミル製作室とつけたのは、平成１６年春

ごろから。屋号があったほうが仕事がしやすい

のでつけました。「ミル(海松)」は私が好きな、色
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▲2004年 9月 25日 灘駅 まる洗いプロジェクト

の名前で、あえて私の仕事がイメージできない

屋号にしました。

●地域活動支援コーディネーターの仕事

地元と行政をつなぎ、プランニングしていく役

割です。私は、“美しいまちづくり”をテーマに

３年間やってきました。テーマにあった企画を

行政に提案し、実行のために計画をたて、サポー

トしていきます。

「灘・まる洗いプロジェクト」は、灘にある公

共施設を毎回一カ所、ピカピカに磨き上げるも

の。神戸大学の学生を中心とした、実行委員会で

企画運営し、子どもから大人まで、１回に約５０

から６０人の参加者があります。開催場所の地

縁団体にも協力を呼びかけます。また、実行委員

会メンバーのネットワークをめいっぱい活用し、

参加者を募っています。まる洗いが終了すると、

協力企業からのおみやげや、地元の店舗で使え

る、まる洗いオリジナルの割引クーポンをプレ

ゼントしたり、古い町の写真を展示するなど、施

設をきれいにした達成感だけでなく、楽しみも

用意しています。また実施後には「まる洗い通

信」を発行し、関係者への報告をしています。活

動資金については、実行委員会メンバーが区や

県の助成金に応募したり、協力団体に掃除道具

を買ってもらったりして、運営しています。

運営委員会メンバーの９割が大学生なので、卒

業などでメンバーが減ることが懸念されますが、

▲中川啓子さん

今は後輩などが引き継いでなんとかやっていま

す。でもメンバーが減ると一人一人の作業負担が

大きくなります。企画運営メンバーを増やすため

に、関わり方のいろんな形をつくり、気軽に参加

してもらえるようにしたいと思っています。

●今後は？

地域活動支援コーディネーターのほか、神戸周

辺でワークショップの企画運営などを行うワーク

ショップ研究会や、まちづくりや建築に関わる若

手メンバーで構成されている若手プランナーズ

ネットワークにも所属しています。ほか、宝塚の

山本地区の地域活性化のための提案をしたり、西

宮の御前浜の使い方や整備、これからについて考

えるワークショップのお手伝い、そして、まち歩

き系のイベントの企画等もしています。

個人として、グループの一員として、まちに関

わるいろんな取り組みに参加しています。自分に

とって勉強にもなるし、ネットワークも広がりま

す。

「きんもくせい」に書いている小説も、まちの

中にあるいろんな物語の中の一つで、何気ない風

景や場所を切り取った物語です。今まで９年ほど

まちづくりに関わってきました、おもしろいと思

います。将来する職種は、実はまだ未確定です

が、「まち」には関わり続けたいと思います。

まる洗いプロジェクトホームページ　
http://www.geocities.jp/maru_arai/
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　「住民、行政、ＮＰＯなどによる「まち育て」は各主体の積極的なかかわりから、地

域資源を発見し、それに活気を与え、資源の有効活用、創造的継承につながり、コ

ミュニティの既存の力を増殖させる方法」で、「地域の目に見える資源や目に見えな

い文化を大切にする。そのための子どもや大人の気づきや学びや行動を目指す。」もの。（本文より抜粋）

　延藤先生はまち育てのひとつの方法として、２台のスライド投影機を使った幻燈会「ゲントーク」を開く。

また、コメンテーター等で各種集まりに出席した際には、韻をふんだキーワードでまとめ、笑いを誘う。延

藤先生の周りには、いつも笑顔があふれている。

　本書は、2003年3月に延藤先生が千葉大学を自主退官するにあたって、「延藤安弘とその仲間たちの＜ま

ち育て＞」という集いが行われ、その内容を元に編集されたもの。延藤先生が今まで関わってきたまちの人

や関係者が、それぞれの立場から発表、発言した。その内容をもとにまとめたもの。まち育ての今までの取

り組みがわかる。延藤流のまち育て、人育てのノウハウがちりばめられた一冊。

　「混迷している現代社会をこえていくために、人と人の間のご縁結びと出会いが生む感動をアート的に

表現することを通して、住民が主人公となる参画と協働の創造的まち育て・まちづくりの方法を語らんと

しています」（延藤先生からの手紙より）
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●賛助会員(新規･継続)●
６月　北島繁昭(埼玉県)　吉田昌(大阪府)　木村史暁(神奈川県)　長沢恵美子(東京都)　越澤明(北海道)
佐原滋元(東京都)　吉川忠寛(東京都)　相川康子(神戸市)　大牟田智佐子(大阪府)　麥倉哲(東京都)
７月　秋原孝三(兵庫県)　森敏昭(神戸市)　大島英司(大阪府)　高宮城幸雄(神戸市)

●協力●
社団法人シャンティ国際ボランティア会(東京都)　株式会社兵庫商会(兵庫県)　　　　　　【順不同･敬称略】

　まち・コミでは、さらに活発に活動を行うため、賛
助会員を募集し金銭面で支援していただいています。
まち・コミを運営していくにあたって、最低限必要
な費用を助成金だけでまかなうには、限界がありま
す。賛助会員のみなさまには、会員特典をご用意し
ておりますので、ぜひ賛助会員への登録をお願いい
たします。
　また、賛助会員は１年更新とさせていただいてい
ますので、現在賛助会員の方も時期がきましたら、
更新をお願いいたします。

賛助会員になると…賛助会員になると…賛助会員になると…賛助会員になると…賛助会員になると…
◆本誌「月刊まち・コミ」が送付されます。
◆まちづくりについての自由闊達な情報交換・意見
　交換の場(メーリングリストなど)に参加できます。
◆まち・コミ関連の催しへの参加料が割引されます。
◆まち・コミ関連の出版物の購入費が割り引きされ
ます。
◆まちづくりなどに関する様々な相談に、まち・コ
ミスタッフが応じます。

年会費年会費年会費年会費年会費
個人・法人　年間５０００円
学生　　　　年間３０００円

郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号
００９５０－３－４２７８８

口座名称口座名称口座名称口座名称口座名称
「まち・コミュニケーション事務局」

２００５年７月１日発行
編集／発行　

定価　１００円

　〒653-0014

神戸市長田区御蔵通5-92-2　みくら５　101
TEL　078-578-1100／ FAX　078-576-7961

　〒162-0052

東京都新宿区戸山1-24-1　
早稲田大学文学部浦野研究室内

〒214-8580

神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目1-1
専修大学文学部大矢根研究室内

■編集後記　今年の夏の修学旅行震災学習受け入れは
無事終了。15校1500人ほどの生徒さんたちが、御蔵の
語り部の話に耳を傾けました。(戸)

6/5  自治会館唱歌の会
6/8  早稲田高校震災学習受入
6/9  加古川山手中震災学習受入
6/10 曹洞宗ご詠歌梅花流受入
6/12 まち協・自治会総会
6/27 県互助会竹内氏講演打合せ
6/28 復興誌ヒアリング
7/2  まち・コミ感謝祭
7/3  まち・コミ運営委員会

7/4  神大塩崎研へ復興誌相談
7/6  羽村第三中学修学旅行受入
7/8  富士常葉大学受入
7/8  東大阪福田さんヒアリング
7/9  富士常葉大学まち歩き
7/9  鳥取湖南中学修学旅行受入
7/10 百聞くらぶ（鉄砲光丸氏）
7/12 塩崎研プレゼン
7/15 東大阪まちづくり会所

7/20 修学旅行お疲れさま会
7/21 こらぼネット防災学習受入
7/23～ 31 大学生研修受入
7/24 東大阪河内音頭参加・片付
け手伝い
7/26 河内音頭練習
7/27 兵庫県互助会講演会(但馬)
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